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研究成果の概要（和文）：エネルギー技術と社会の関係について多様な主体の福利に適う条件を明らかにするこ
とを目的として、実証研究、社会理論、社会実験の研究グループを構成して進められた。約30報の論文や研究報
告が発表された。実証研究では広義の利害関係を調査し、狭義の経済効果だけではなく、将来世代を含む多様な
主体への便益が社会受容性に影響することを明らかにした。社会理論では、認知的不正義の問題などを検討し、
社会紛争化しやすい要因について考察を進めた。社会実験では、ゾーニングに関するアクションリサーチを実施
し、熟議的手法による政策課題の抽出などを試行し、ガバナンスの手法がステークホルダからの信頼に寄与する
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：With the aim of clarifying the conditions that suit the well-being of 
diverse actors in the relationship between energy technology and society, the project was promoted 
by forming research groups for empirical research, social theory, and social experimentation. 
Approximately 30 papers and research reports were presented. The empirical research investigated 
interests in a broad sense, and clarified that not only the economic effects but also the benefits 
to diverse entities, including future generations, affect social acceptance. In social theory, we 
examined issues such as cognitive injustice and discussed the factors that tend to cause social 
conflict. In the social experiment, we conducted action research on zoning and tried to identify 
policy issues through deliberative methods, and found that some deliberative governance methods 
contribute to establish trust of stakeholders.

研究分野： 科学技術社会論

キーワード： エネルギー技術　科学技術社会論　再生可能エネルギー　環境社会学　ガバナンス　環境正義　社会的
受容性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
再生可能エネルギーの導入に伴う社会的影響について幅広く把握し、将来世代を含む多様な主体への便益が社会
受容性を向上させる方向に影響していることを明らかにした。一方、社会紛争化しやすい要因の一つとして認知
的不正義の問題に注目し、問題が広く共有されないことに伴う先鋭化などを明らかにした。また土地利用に伴う
歴史的経緯など、環境史との関連も含めて扱うべき問題の所在も明らかになった。
　これらを踏まえて風力発電の適地抽出のアクションリサーチを実施した。市民調査や熟議的手法を試行し、実
際の政策形成過程に反映させると同時にた。こうしたガバナンスの手法がステークホルダーからの信頼に寄与す
ることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

気候変動や資源枯渇などのグローバルな環境制約は国際社会における吃緊の課題へ
の対応として新たな国際的枠組みであるパリ協定も発効しようとしていた。主要な方策
の一つが再生可能エネルギーであり、東日本大震災と福島原発の事故を受けて導入量が
急速に拡大し、地方創生や内発的発展を実現する手段としての期待も存在していた。 

このようにグローバル－ナショナル－ローカルという各層において再生可能エネル
ギーの利用への理解が一定程度存在し、国内外での導入量は拡大していた。その一方で
普及に伴い種々の技術的・経済的・社会的課題も生じており、合意形成上の問題も多数
報告されつつあった。 
 とりわけ設備の立地地域における環境影響については判断の根拠となる事実認識の
不確実性と価値判断の多様性があり、規制的な対応の導入が困難であったり十分に機能
しない状況にあった。科学的知見が十分に機能しないという意味ではトランスサイエン
ス問題の典型ともいえるが、エネルギー技術の場合には選択によっては超長期的な影響
が発生する可能性もあり、現在世代の意思決定だけでは結果への責任を合理的に担保す
ることができないという特徴がある。その逆に、実質的な合理性を追求しようとすると
専門家によるパターナリズムを受け入れざるを得なくなるが、その際には科学の不確実
性の問題に回帰してしまう。このように意思決定の方法そのものをめぐる問い直しも必
要となるのがエネルギー技術の選択という課題の特徴として意識されていた。 

科学技術社会論におけるエネルギー技術を対象としたそれまでの研究では、リスク社
会論的な視点からの批判や巨大技術システムによる社会の技術化への批判が中心的で
あった。その意義は踏まえつつも、技術選択のルールが変りつつある状況を踏まえて、
実証研究に基づく実践的な代替案の提示が必要であるとした。 
 
２．研究の目的 

エネルギー技術がもたらすトランスサイエンス問題としての特徴を踏まえた上で、ど
のような社会的制御（ガバナンス）が可能であるかを明らかにすることを目的とする。
価値や利害関係の多様性だけではなく、その影響が発生する時空間が広範囲である点を
踏まえ、実証研究に基づく実践的な代替案を提示することとした。その際、狭い意味で
の技術論のみならず、環境問題というグローバルな問題枠組みにおけるローカリティー
という枠組みを設定した上で、倫理的課題も含めてエネルギー技術を社会化する際のガ
バナンスの方法と、そのために必要な社会的条件を明らかにすることを具体的な目標と
した。さらに、コミュニケーションなどの狭義の合意形成手法に留まらず事業の所有形
態や利益の配分構造など、社会的文脈の可塑性を踏まえた実践的な知見の集積を目的と
した。。 
 
３．研究の方法 

本研究では既存のエネルギー技術と再生可能エネルギーの比較を念頭に、どのような
主体にとって、何が問題であるかという利害構造とフレーミングの全体像を明らかにす
る。その上で、フレーミングの重なりや転換が実現するメカニズムを明らかにする。現
在の再生可能エネルギー事業においても、合意形成や参加などを含むガバナンスの欠如
や、ローカル―ナショナル―グローバルという各階層における利害の不均衡が存在する
ため、この点については事例分析を中心に問題を抽出し、理論的な整理を行った上で、
社会実験を通じた問題解決の方法論を提示する。 

これらを踏まえた上で、持続可能性に関する理念的側面を多元的環境正義の視点から
問い直し、新たな社会理論とこれを踏まえた政策決定と技術のガバナンスの方策を提示
する。具体的には、以下に示す 3つのサブテーマを設け、エネルギー技術の総合的検証
と評価を行った。 
（1）エネルギー技術と社会の相互的影響 
再生可能エネルギーを利用する国内外の事例を対象とした定性調査と定量調査を実施
し、エネルギー技術と社会の相互作用を明らかにする。可能な限り多様なエネルギー資
源を対象とし、資源利用に伴う広義の利害構造を明らかにする。具体的には、経済（便
益、波及効果、コスト負担）、環境（資源利用の持続性、廃棄物、健康影響、生態系）、
社会（参加、利害対立、制度や慣習との齟齬）といった評価項目を設定し、それぞれに
ついて空間軸（ローカル－ナショナル－グローバル）と時間軸（数年－数十年－数百年
－数千年－…）に従って整理する。日本、ドイツ、英国、米国など、それぞれ背景を異
にする国と定性的に比較する。これを踏まえてエネルギー技術の社会的受容性に関する
質問紙調査を実施し、事業に伴う諸影響の認知や利害構造が負の影響に対する当事者の
許容などに与える影響の有無や条件を明らかにする。 
（2）持続可能な社会の社会理論 



事例研究と連動しながら持続可能な社会の社会理論を確立する。具体的には、環境保全
における配分的正義や手続き的正義といった社会的公正に注目する。その際、問題を捉
える際の時空間スケールと当事者の状況定義のズレという枠組みから当該技術を分析
し、フレーミングの違いを明らかにする。また、フレーミングの齟齬を解消するための
方法として「翻訳」や「相乗効果」（Co-benefit）に注目し、世代間・世代内の分配正義
や手続き正義などの理念を具体化する社会デザインを明らかにする。 
（3）エネルギー技術ガバナンスの社会実験 
アクションリサーチを通じてエネルギー技術を社会的に制御するための方策を明らか
にする。具体的にはリスクコミュニケーション手法の他、地域社会への埋め込みを実現
する事業形態やこれを実現する条例や協議会といった社会的仕組みを試行的に導入し、
必要な社会的条件などを探索的かつ実践的に明らかにする。 
 
４．研究成果 

エネルギー技術と社会の関係が多様な主体の福利に適う条件を明らかにするための
調査研究を進め、論文ならびに研究報告合わせて 30 報の成果を発表した。実証研究班、
社会理論班、社会実験班の研究グループを構成し、それぞれ以下のような実績があった。 
（1）実証研究班：波及的影響も含めた広義の利害関係を調査し、主体と価値の関係性
をアクターネットワークとして整理した。社会的受容性に注目した調査を実施し、狭義
の経済効果だけではなく、将来世代を含む多様な主体への便益が社会受容性を向上させ
る方向に影響していることが明らかになった。また再生可能エネルギー事業に取り組む
主体の主観的認識としては主効果と副次的効果が一体となった認識も存在することを
明らかにした。以上を踏まえてリスクマネジメントの観点からエネルギー事業が地域社
会にもたらしうる正負のインパクトの総体を時空間別に明らかにし、それぞれに対応す
るガバナンスの手法として整理した。 
（2）社会理論班：エネルギー技術と環境倫理についての既存研究をまとめながら、実
証研究班の研究成果をマッピングする理論的枠組みを構築した。社会紛争化しやすい要
因の一つとして、認知的不正義の問題に注目し、問題が広く共有されないことに伴う先
鋭化などの問題について検討を進めた。また土地利用に伴う歴史的経緯など、環境史と
の関連も含めて扱うべき問題の所在も明らかになった。 
（3）社会実験班：風力発電の適地をあらかじめ地域で選定するゾーニングについての
アクションリサーチを実施した。ローカルナレッジを反映させるために市民調査を応用
した重要景観の特定や、熟議的手法による政策課題の抽出といった手法を試行し、実際
の政策形成過程に反映させた。こうしたガバナンスの手法がステークホルダーからの信
頼に寄与することも明らかになった。 
 研究全体のとりまとめとしてエネルギー転換という社会全体の便益と立地地域にお
ける福利を両立させるための指針として、 

①地域の固有性の尊重 
②試行錯誤による社会的文脈の再構成 
③福利を生み出す源泉としてのストックへの注目の 

三点が重要であるとした。エネルギー技術のトレードオフの問題は全体の利益に伴う個別
不利益の問題であり、オルソン問題の一種とみなすことができる。このため、地域の固有性
を十分に把握することによって、固有の誘導的選択肢を見いだすことが可能であるし、その
ことが環境保全という同調圧力を緩和するためにも重要であるとした。また誘導的選択肢
として経済的なフローのみに注目するのではなく、それを生み出すストックにも着目する
ことは必要であり、このことによって社会的共通資本の議論とも接合可能であることを明
らかにした。 
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